
R4事務事業・組織対応表（R3実施事業）

施策名【街並み緑化・公園・景観形成】

1.豊かな自
然環境との
共生

(1) 緑豊かな街並みの形
成 5121-1 1 公園維持管理事業 公園緑地課 公園管理係 通常

5121-2 2 緑のパートナーシップ事業 公園緑地課 公園管理係 通常

5121-3 3
都市公園セーフティリニューアル
事業

公園緑地課 公園管理係 通常

(3) 美しく豊かな景観の
育成 5123-1 4 景観形成推進事業 建築住宅課 建築係 通常

5.快適な暮
らしを創る
環境豊か
なまちづくり

2.街並み緑
化・公園・景
観形成

章 節 施策 主要施策
事務
事業
コード

事
業
数

事務事業 課 係
管理
方法

備考



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

令和 4 （評価対象　令和 3

事業名 公園維持管理事業 事務事業コード 5121-1

担　当 建設 部 公園緑地 課 公園管理 係 事業開始年度 平成

年度

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

安心安全で快適な憩いの場所として市民や地域が愛着を持ち公園を利用している。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・指定管理者制度を活用した公園管理（4公園）
・シルバー人材センターを活用した公園の維持管理（草刈・清掃・修繕等）の委託
・障がい者施設等による公園維持管理（草刈・清掃・軽作業）の委託
・公園施設の破損個所の早期対応
・公園利用者からの情報提供や苦情等に基づく施設修繕などの早期対応
・アダプトシステムによる公園の維持管理

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 2 年度令和 令和 3 年度 令和 年度4

総合計画上の
位置付け

章 5.快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり

節 1.豊かな自然環境との共生

施策 2.街並み緑化・公園・景観形成

17

事業の性質 義務的自治事務（不定型） 都市公園法

実施方法 アダプトシステム

法定根拠
管理方法 通常

18,360 19,040

2.70 人 18,900

0 時間

247,755 270,871 223,407

時間 0

242,447

0

2.70 人 18,360 2.80 人 19,040

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

5,480 267

266,316 283,751 242,180

339

266,655 289,231 242,447

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

コ
ス
ト

財源
内訳

266,655 289,231

財源合計

18,900

事業費

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



3．事業の分析 「Check（評価）」

＜説明＞

＜説明＞

４．今後の方向性 「Action（改善）」

所管課等としての評価

＜課題に対する解決策、取組み方針等を記載＞

年度

都市公園施設状況確認のため巡視を週に１回以上実施。

官民連携の
可能性

方法

民間への委
託が可能

今後の
取組方針

・公園施設の長寿命化計画等に基づき、改修および更新をする。
・施設の巡視により施設状況の把握に努める。（施設、樹木等）
・アダプトシステム等、協働による施設管理を推進する。

単位

件
実績

目標

事業の
課題

・老朽化による施設の破損及び事故防止のため、定期的に巡視を継続することが必要である。
・老朽化した施設や設備を順次更新する。破損等があった場合は、修繕や更新までの間は、使用禁止にす
るなど適切に対応する。
・高木の枯木、枯れ枝の確認を行う。高樹齢のケヤキなどは地域住民の方々と協議しながら、枝払い等を
実施する。

事業の
方向性

現行どおり 期間・時期

達成状況

達成度

概ね達成

％ 達成率

成果指標

公園管理における
苦情件数

～令和 年度 令和

施設管理を実施するにあたってのアダプトシステムなどの協働による維持管理の推進

88% 94%

目標

実績

17

16 16

100

17

15

・指定管理者制度による公園の維持管理（4公園）
・シルバー人材センターを活用した公園の維持管理（草刈・清掃・修繕等）
・障害者施設等による公園維持管理（草刈・清掃・軽作業）
・修繕の必要性が発生した公園施設の修繕

平成 3

都市公園施設の
巡視回数

（週１回以上）
％ 達成率

回

活動指標 年度 令和 3 年度

年度

実施内容

53

100

単位

53

53 53

令和 2 令和 4 年度

53



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

令和 4 （評価対象　令和 3

事業名 緑のパートナーシップ事業 事務事業コード 5121-2

担　当 建設 部 公園緑地 課 公園管理 係 事業開始年度 平成

年度

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

市民や企業・団体が携わる公共施設の緑化活動を支援することで活動の輪が広がり、安らぎと潤いのあ
る、緑化事業が展開されている。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・行政区などの地域団体が実施する公共施設や公益施設などの緑化活動に対し、必要な花苗や樹木、
資材等の支給を行う。
・地域や企業が行う公園の清掃活動や草刈を行うアダプトシステム（里親事業）への機械の貸出しや燃
料等の支給等の支援をする。
・緑化推進アドバイザーによる講演会等を実施する。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 2 年度令和 令和 3 年度 令和 年度4

総合計画上の
位置付け

章 5.快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり

節 1.豊かな自然環境との共生

施策 2.街並み緑化・公園・景観形成

17

事業の性質 任意の自治事務（不定型） 都市公園法

実施方法 　花苗の配布　アダプトシステム

法定根拠
管理方法 通常

4,080 6,120

0.60 人 4,200

0 時間

3,145 2,166 2,876

時間 0

8,996

0

0.60 人 4,080 0.90 人 6,120

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

2,222 2,402

4,943 4,024 6,594

2,402

OK 7,345 OK 6,246 OK 8,996

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

コ
ス
ト

財源
内訳

7,345 6,246

財源合計

4,200

事業費

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



3．事業の分析 「Check（評価）」

＜説明＞

＜説明＞

４．今後の方向性 「Action（改善）」

所管課等としての評価

＜課題に対する解決策、取組み方針等を記載＞

年度

広報「サクライフ」等によりアダプトシステムへの参加を募集したが、新たな参加団体等は無
かった。

官民連携の
可能性

方法

民間への委
託が可能

今後の
取組方針

参加団体を増やすために、市広報「サクライフ」や佐久市ホームページへの募集記事の掲載、ＦＭさくだい
らの出演による事業周知、市民活動サポートセンターを活用することによる周知活動を実施することによ
り、参加団体の増加を図る。

単位

㎡
実績

目標

事業の
課題

アダプトシステムを導入し、地域や企業との共同による公園管理を進めているが、新規参加団体が増えて
いない。

事業の
方向性

現行どおり 期間・時期

達成状況

達成度

未達成

％ 達成率

成果指標

公園・緑地アダプトシ
ステム実施面積

～令和 年度 令和

アダプトシステムにより地域団体等による公共施設等の緑化活動の実施が可能である。

95% 95%

目標

実績

108,828

113,838 113,838

96%

108,828

113,838

・地域緑化事業による、花苗の配布
・アダプトシステムによる公園・緑地の維持管理
・緑化推進アドバイザーによる植栽講座の実施（1回）

平成 3

公園・緑地アダプトシ
ステム参加団体数

％ 達成率

団体

活動指標 年度 令和 3 年度

年度

実施内容

33

90%

単位

32

33 33

令和 2 令和 4 年度

30



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

【参考】イベント等の出役に係る人件費

令和 4 （評価対象　令和 3

事業名 都市公園セーフティリニューアル事業 事務事業コード 5121-3

担　当 建設 部 公園緑地 課 公園整備 係 事業開始年度 平成

年度

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

都市公園について、長寿命化計画に基づき施設の改修、更新及び修繕をすることで、安全で快適な公
園の利用環境を確保するとともに、ライフサイクルコストの縮減を図る。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・長寿命化計画の見直し及び策定を行い、適切な公園管理計画を策定する。
・長寿命化計画に基づき、計画的に公園施設の改修、更新及び修繕を行う。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 2 年度令和 令和 3 年度 令和 年度4

総合計画上の
位置付け

章 5.快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり

節 1.豊かな自然環境との共生

施策 2.街並み緑化・公園・景観形成

17

事業の性質 義務的自治事務（不定型） 都市公園法

実施方法

法定根拠
管理方法 通常

13,260 13,260

1.20 人 8,400

0 時間

151,493 94,768 92,996

時間 0

106,256

0

1.95 人 13,260 1.95 人 13,260

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

88,454 77,796

16,058 19,574 28,460

143,835

159,893 108,028 106,256

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

コ
ス
ト

財源
内訳

159,893 108,028

財源合計

8,400

事業費

イベント等の名称 竣工式および滑り初め式

人

１日

半日

２時間以下

出役人数
（延べ人数）

実施年度 令和 2 年度 令和 3 年度

出役に係る人件費

人

112 千円

人

0 千円

8 人

人

人

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



3．事業の分析 「Check（評価）」

＜説明＞

＜説明＞

４．今後の方向性 「Action（改善）」

所管課等としての評価

＜課題に対する解決策、取組み方針等を記載＞

年度

都市公園11公園で42施設の更新及び修繕を行い、概ね目標を達成したが、2施設について
は翌年度への繰越となった。

官民連携の
可能性

方法

市が実施する
必要がある

今後の
取組方針

現在公園施設長寿命化計画の見直し及び策定を実施しており、計画的な公園施設の改修、更新及び修繕
を行うことで、安全で安心して利用できる都市公園整備の推進を図るとともに、ライフサイクルコスト縮減が
図れるよう、ストックマネジメントに努める。また、施設の改修、更新等を実施する際、市民のニーズを取り
入れ、都市公園が交流人口創出の場として、一層機能するよう努めていく。

単位

％
実績

目標

事業の
課題

令和３年度までに策定済みの公園施設長寿命化計画に基づき、緊急性の高い施設については概ね改修、
更新及び修繕を実施済みである。未実施の箇所も状況を確認しながら順次改修、更新及び修繕を行う予
定である。令和3年度より公園施設長寿命化計画策定業務を委託しており、緊急性の高い施設については
策定業務の成果に基づき早急に更新、修繕を行う必要がある。

事業の
方向性

現行どおり 期間・時期

達成状況

達成度

概ね達成

％ 達成率

成果指標

長寿命化計画に基づ
く施設の整備度

～令和 年度 令和

公園施設の改修、更新及び修繕の実施は収益につながるものではなく、都市公園を安全で
安心して利用できる都市公園整備の推進であるため、市で実施する必要がある。

100 95

目標

実績

95

100 100

95

100

100

・都市公園１１公園で、４２施設の更新及び修繕を実施した。

令和 3

改修、更新及び修繕
を実施した施設数

％ 達成率

施設

活動指標 年度 令和 3 年度

年度

実施内容

5

100

単位

42

44 16

令和 2 令和 4 年度

5



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

景観形成推進事業 5123-1

コ
ス
ト

5,839 4,969

5,758 4,886 5,158

0.80

事業費

財源
内訳

財源合計

83 130

5,758 4,886 5,318

81

5,839 4,969 5,448

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

5,448

158

0.68 人 4,624 0.72 人 4,896

218 時間 262 218

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

人 5,600

146 時間

81 83 290

時間 262

総合計画上の
位置付け

章 5.快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり

節 1.豊かな自然環境との共生

施策 2.街並み緑化・公園・景観形成

21

事業の性質 義務的自治事務（不定型） 景観法、佐久市景観条例

実施方法

法定根拠
管理方法 通常

屋外広告物法、長野県屋外広告物条例、知事の権限に属す
る事務の処理の特例に関する条例

※わかりやすく簡潔に記載すること

市民は広がりのある田園空間から、浅間山や八ヶ岳連峰を眺望できる。また、この原風景と調和した市
街地の新風景の中で、市民は充実した生活を送っている。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・佐久市景観条例に基づく届出に対して、良好な景観を後世へ引き継ぐため、佐久市景観計画に規定す
る景観育成基準に基づき指導を行う。
・長野県屋外広告物条例に基づく屋外広告物許可地域に掲出される屋外広告物に係る許可事務や違
反広告物に係る指導、除去等について、知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例により、県
に代わり事務処理を行う。
　新たに規制の必要があると判断する区域等がある場合、現地調査や住民説明会、景観審議会の審議
等を経て、県と連携し指定に向けた取り組みを行う。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 2 年度令和 令和 3 年度 令和 年度4

令和 4 （評価対象　令和 3

事業名 事務事業コード

担　当 建設 部 建築住宅 課 建築 係 事業開始年度 平成

年度

単位（千円）

目的・成果

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



3．事業の分析 「Check（評価）」

＜説明＞

＜説明＞

４．今後の方向性 「Action（改善）」

所管課等としての評価

＜課題に対する解決策、取組み方針等を記載＞

201 211

80 80

令和 2 令和 4 年度

令和 3

景観計画に基づく届
出等処理件数

％ 達成率

件

活動指標 年度 令和 3 年度

年度

実施内容

150

134

単位

100 100

264

100

100

・佐久市景観条例に基づく届出及び長期優良住宅に係る景観計画への適合確認照会等に対し、内容の
確認及び改善指導等を211件行った。
・長野県屋外広告物条例に基づく許可申請について23件処理した。

佐久市が景観法に基づく景観行政団体となっており、法及び条例に基づき、景観計画によ
り制限が定められた行為を行う者から、届出の提出を受け、確認や指導を行う必要がある。
屋外広告物の許可や違反物件等への指導は、長野県から権限移譲されているため、市に
おいて実施する必要がある。

100 100

目標

実績

100

今後の
取組方針

・景観に関し、市民や土地所有者、事業者等の意識向上を図るため、引き続き広報活動を行っていく。
・屋外広告物の所有者及び管理者に安全点検の必要性の認識と適正管理に係る意識向上を図るため、
広報活動を行っていく。
・景観条例や長野県屋外広告物条例の違反となる屋外広告物に対し、速やかな指導等が行えるよう、巡
回パトロールを行う。

単位

％
実績

目標

事業の
課題

　
 景観や屋外広告物に対する規制等は、時間の経過や責任者等の異動等により認識が薄れ、許可更新や
規制の範囲内での屋外広告物の掲出、着手前の景観に係る届出等がなされず、違反となる例がある。
　また、事業者の経済活動と景観への配慮が相反する場合もあり、協力を得ることが容易ではない。
　屋外広告物が適切に管理されていない事例があり、倒壊事故も発生している。

事業の
方向性

現行どおり 期間・時期

達成状況

達成度

達成

％ 達成率

成果指標

良好な景観を保全育
成するため、届出に対
する指導の改善・是正
率

～令和 年度 令和 年度

・景観条例に基づく届出等211件に対し、内容の確認及び必要に応じ改善指導等を行い、
景観育成に影響を及ぼさない計画に導いた。

官民連携の
可能性

方法

市が実施する
必要がある


